
◎ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律の

一部を改正する法律 
（令和六年六月一九日法律第五七号）（衆）   

一、 提案理由（令和六年五月三〇日・衆議院本会議） 

○新谷正義君 ただいま議題となりましたハンセン病元患者家族に対する補償金の支給

等に関する法律の一部を改正する法律案について、提案の趣旨及び内容を御説明申し上

げます。 

 本案は、ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律に基づく補償金

の支給の請求の状況に鑑み、補償金の支給の請求期限を五年延長しようとするものであ

ります。 

 本案は、昨日の厚生労働委員会において、内閣の意見を聴取した後、全会一致をもっ

て委員会提出法律案とすることに決したものであります。 

 なお、本委員会において、ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する決

議が行われたことを申し添えます。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

○決議（令和六年五月二九日） 

一 ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律に基づく補償金の請求

を行うに至っていないハンセン病元患者家族が多数おられることを踏まえ、補償金の

支給についてより効果的な広報を行うこと。また、広報の実施に際しては、偏見差別

をおそれて同法に基づく補償金の請求を躊躇する当事者が多いことも踏まえ、よりき

め細やかな対応を行うこと。 

二 国の隔離政策により、元患者のみならず元患者家族等も、偏見と差別の中で、長年

多大の苦痛と苦難を強いられてきたことを改めて深くおわびするとともに、偏見差別

解消策、偏見差別予防策及び差別被害救済策の一層の充実に向けた努力を引き続き行

う決意を新たにすること。 

 右決議する。 

二、参議院厚生労働委員長報告（令和六年六月一二日） 

○比嘉奈津美君 ただいま議題となりました法律案につきまして、厚生労働委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律に基づく補

償金の支給の請求状況に鑑み、補償金の支給の請求期限を五年延長しようとするもので

あります。 

 委員会におきましては、提出者である衆議院厚生労働委員長新谷正義君より趣旨説明

を聴取した後、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきものと

決定いたしました。 

 なお、本法律案に対し附帯決議が付されております。 



 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（令和六年六月一一日） 

一、ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律に基づく補償金の請求

を行うに至っていないハンセン病元患者家族が多数おられることを踏まえ、補償金の

支給についてより効果的な広報を行うこと。また、広報の実施に際しては、偏見差別

をおそれて同法に基づく補償金の請求を躊躇する当事者が多いことも踏まえ、よりき

め細やかな対応を行うこと。 

二、国の隔離政策により、元患者のみならず元患者家族等も、偏見と差別の中で、長年

多大の苦痛と苦難を強いられてきたことを改めて深くおわびするとともに、偏見差別

解消策、偏見差別予防策及び差別被害救済策の一層の充実に向けた努力を引き続き行

う決意を新たにすること。 

 右決議する。 

 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


